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あります。大学院であればGRE (The Graduate Record 
Exam) という標準試験があります。それから一般教育の
成果を榔定する方法、襟準試験としまして、 CAAP (Colｭ
legiate Assessment of Academic Profi_ciency) やMAAP
(Measure of Academic Proficiency and Progress) など、
いわゆるマークシート式の選択方式の試験があります。ま
た、 TOEFLを作っていることで著名な機関である ETS




























































































































































































































































































す。大学2年、 3 年、 4年生を対象とするのが適切でエ、私
は比較的3年生が一番適切な対象者になるだろうと思い
ます。 2004 年、 2005年、 2007 年、 2009年に実施してい
ます。 JFS は新入生調査で、入学してきて 6月ぐらいに
























































































































































































































































































































































その英語の指標は何かというと、 CEFR (Common 
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1 毎年後まる複数鶴査の火規模 1 経年変化学年割化に際し
タ ル ~~\:稀諮t注意F2 章7E若カ2?をり.サンプ 謬3 帥大学によって対象学年 法方法書籍要聞こ
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訟寵". ~敏 比率 高校成蹟 度散 比率
国立 3.523 17,9 土佐 3，幻6
公立 !店関 8 中伎の土 5,281 
私立 14, 570 ?ι! 中健 4.5" 
合針 19,332 10 中位。下 Z百3 14.3 
下位 1， 5溺 13.2 
色現 農n 比率 その飽 55苅 1.9 
男盆 10, 103 52.3 小計 札 114 ω7 
衣笠 8,710 ..1 第園筈 回 0,3 
暴自答 519 11 合計 低 33担 目。



































-禽校生l草原R としてね学溺，，~文を鶴宮ず品、 rまった〈しな泊、ったJ 全体の
69.7% 
・よ〈混んだ学隼『建学J11 .4%.ra学J9.0悦『生物学J8.7%


























































1.62 1.045 0.149 0.139 
0.048 0.037 。ω5 0.05 
-{I.02E 0.027 
4.1邸 3.4儲 目的 制限
58176 55363 55293 日506
なぜマルチレベル分析か




















-入試ダミ ー般入試・センタ 入試~，推薦、 AO等，0
.志望ダミー第一志望~1 それ以外君。
・第水準大学(類似性があるとする人第二水準盟人
泊
(今回は学部が多織で複雑なため、学部を水準として扱わない〉
大学での充実庄と大学教育全般の買の瀦E庄の関係を探る
.従属変数=大学での充実度
モデルが意味することと今後の検証課題
Nullモデル.モデル1 、モデル2と比べた場合、 AIC也、逸脱度
からみてモデル3が適切なモデル
大学教宵の質全般の満足度が大学での充実度を左右
}設置形撞(国公立〉、志望度が大学での充実度にプラスの影響
一大学問の聾沼は大きくはない。いずれも3-4同程車、摺人間の
要閣の方が大きい(マコーミ‘ノクの先行研究と整合的)
今後の謀題
一充実度という尺産は題人間の遣いによることが大きいが、大学
間比較は、結語的データを使い、ベンチマーキングをしていくた
めには不可欠a それゆえ、項目の精査と尺度の開発が課題
拘
第五回高等教育質保証研究会兼，大学教育実践センターf教育実践公開研究会H学生調査押活用語入生調査、大学生調査から見えてくる教育成果への影響J 127 
学習成果と間接評価
1 )大学教育に対して学習成果を求める動音
2)在学中由経験が職業的地位や所得にもたらす効果
伝戸策繍(2田" 矢野(2005， 2009)など.
3)大学在学中にどのような知識技能を獲得するかっ
村懇"田"葛城(2∞6'。小方"∞"など。
ー学生の学習活動や奪波分野による遠いを捻!l!.
。ただし獲得された知降筏能を集約して捉えているために}専攻分野や
学習時聞がどんな知総ー投能の形成に寄与しているかは十分にわかって
いない.
比較の観点の必要性(>>l-l!l分野mの比較の可能性，.
→多重対応分析を沼いた探索的分析
共同研究渚吉岡作成(同志社大学}。
IRTで等化後の大学問比較
1醐
叩
a田
? ???
銅製ま
ω摂 JIわ"~ 
】包悶」 初年次の満足度が協い顔
国ヨ問"'叩同刊 JCSSS2001-k一平均抑制
共同研究者木村作成〈長崎大学，"
教育改善・自己点検のために
①標準的学生調査を大学機関としてどう使用して
いるか、どう活用したいか
調査主体と改善主体は一致つ別個つ
~教育改善につなげるための説得力はつ
誰が担うかつ執行部が理解つ
③学生調査をIRとして機能させるためには
直接評価とどう結びつけるのかっ
学内学生デー告とのリンウと分析は誰が
担うかつ
連携取組の目的と内容
目的
国公私立4大学由連携により、学生調査分析を殺とする問
機能の開発を基盤として、 IRを通じた連携大学問での揺
互評価の結果を学士課程教育の質的向上に結びつける
質保証システムの創出と全留競模のIRコミュニティの育成
を目指す
内容
4大学 R学生調査ネットワークの構築と活用
連携大学問こ却する Rネットワークシステムの構築
IRネ会トワ クを活用した相互評価とベンチマ キンゲ
収入材育成のため￠ワーウショップ事業
崎
探索的多震対応分析からの知見
@学案成舗と学習碍簡との対応関係が明確。
@個々の知識・技能について専攻分野によって異なる。
- 多〈のJJHH: 文科系の分野の学隼が宵定的ニ認容する傾向.
学問分野により知銭肉容の遠い.
符定の項目でま翠科系の分野で自己跨慣が高川ものも諸怨された"敏
理的な縫カn図
文ね系夜科系の分化.
@客臨的童数と意識童数の対応から知織・技能の自己
評価でもある程度の墨当性が盟められる。
@ただし理科系の分野の特徴をつかめていない可能性
がある.-質問項目の再検討。
共陽商究者古図作成{伺志役文学}“
研究からわかったこと
大規筏縫続貌査の利点線数の待点復数の大学での繍広い調査デー
タの蓄積が可能になってきた
1 マルチレベル分続で得られた見解
句 大学の充実{広大学教賓の賃金銭に関係するが、火学聞の妥殴より
も鈎人初の重要因の方が大きい.しかしベンチマーク〈寝似大学のグ
ルブ化〉によ J 、大学閣の要留ま大き<t，;.る可能性
一学生群の分頭が 1.1:-0モヲ〈しの効果滋孟には蚕孟つ
2 多III対応分析で得られた見解
一 学習時間と学案成績専攻分野と獲得した知'"・按飽の対応照係.
ー悶宏司健医のある程度の妥当性ただし再検討の必要性固
3. lj庭医反応理鎗で得られた見解
大学務足度が学年ごとに変化.特に. ，年次の落ち込みが滋し品、
一 各文学の略続的な多加によって、各大学の教青状況をモニタリングで
きる機能が、広IRPIこは儲わりつつある
喜多
本当に留別大学で故笹のためのツールとして後能しているのか勺 . 
続入生観変大学生観蓋の応用îi:4大学戦団的大学支媛プログラム
IRシステムの概要
後教大学の留査結梁を参集計・分析し、レポートを自動生成
・共通飼牽のた刷=収集された匿名化問蜜結果デωタや匿名化学生データの
竺之丞主主乏と盤""員
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